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少数歯残存側にビーチ 0ア タッチメントを

応用 した症例

症例の概要

患 者 :明治 40年生 76歳  女性

主 訴 :下顎義歯咀疇時の疼痛。22冷温水痛

初 診 :昭和 58年 2月

リコール日 :昭和 59年 8月

口腔内所見および咬合関係

歯式上①立ΩΩ9=引
上

=30Ω

立⑦上のよう

に上顎は固定性ブリッジによる全歯列残存状態で

あり,下顎は欠損部 7654114567に 33

を鉤歯にしたエーカース・クラスプのパーシャ

ル・デンチャーが装着されていた。上下顎修復物

内の二次鯛蝕 と引7歯髄炎疑のため

=;♀==の歯内療法が必要であった。咬合問題 としては上

下顎歯列弓大きさの不均衡から左側のぼ≡千
は

交叉咬合になっており,左右咬合平面の高さも不

揃いであった.ま た,患者は両側関節部の疲労感

を訴えており,咬合高径が低下しているものと思

われた。補綴治療による咬合再構成にはこれらの

点を考慮に入れて行うことにした。

治 療 方 針

患者の要望を取 り入れ,再治療は必要最小限に

とどめる方針を立て,④③ 2112③ ④は咬合調

整程度で既存のまま使用することにした。上顎臼

歯部においては治療前と補綴学的設計上の違いは

なく,診査で判明した必要な所要条件を具備する
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補綴物で再構成することにした。今回のテーマ|こ

なる残存歯丁¬フ丁 に対する下顎歯ξ」_■ミ学

的処置方針としては,

(1)3223を 独立させたままか,あ る_三 1

歯ずつ連結し,パーシャル・デンチャーのまi=ニ

して利用する.

(2)3223に テレスコープを応用.コ ーヌイ、

クローネか C.S.Cの支台歯として利用する.

(3)3223に 単純な根面板を合着 し,オ ー

バーデンチャーにする。

(4)3223に 根面アタッチ メン トt,ヾ ―・マ

タッチメントを応用,フ
'レ

ギ)二 '‐

(5)欠 損部にインプラントを委
i

と連結固定によるフ 'レ 。ブ
'ッ
シ・1こ する。

(6)丁可ア丁を支台歯にした③② ll②Oの
「

:

定性ブリッジにし,欠損部に通常のパーシャ′しo

デンチャーを行う。

の 6と おりが考えられる。そこで,理論的には(5

のインプラントを応用したフル・ ブリッジが旺誓

効率と主訴から最適と思われたが,顎堤の吸項
'■

態から予後が保証できず,ま た患者の要望事=`
して,残存歯はできるかぎり保存すること.毒 ^
のない治療,審美性のよいもの,治療術式■百三

でないものなどがあり,患者の年齢も配雪し, よ

症例では(6)を採用することに決定し, 
′

ル・デンチャーの維持装置として両側 爾両

チ・アタッチメント (BeaCh Attachmenti
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図 1 初診時にお |十 ろ咬頭嵌合位
での [i堕 |ヽ写真.左側咬合平
面の低 ドヒ上 下関係が交叉咬

合 1こ なっている。 三顎前歯の
歯冠長が下顎前歯 (西フ天然

歯)に比較 して,全般的に短
か ヽゝ

図 2初 診 時 上 顎 咬 合 面 観 .
62重 26欠 損だが,す で
にクラウン・ ブ リッジにより

上顎全歯が補綴 されている
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図 3初 診 時 下 顎 咬 合 面 観 .
7丁丁T¬TT了丁7欠 損 部
に可 3陶 材前装冠 を鉤歯 に
したパーシャル・ デンチャー

が装着されている

´
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図 5 最終補綴物 を合着 した上顎咬合面観 .
C⑦ 6⑥Э 6⑦③ を歯 内療法終 了後,再製
作.0021120④ は既存の まま咬合調整

のみで使用.印象部の咬合面は小 さめにし,
その他の具備条件を整えた

図 4 初診時のパノラマX線写真。■ 塚ヽ て

全般的に骨植は良好である。歯tiヽ 醍饉

の歯内療法が必要である

~ま
石it首 が認められるが

ヒ蓋能炎_´ ,た∴:号遇t・

図 6 3225歯 内 療 法 終 了 後 ,ブ リッジ
③② ll②③ の支台歯形成 を行い,テ ンポラ
リー・クラウンと治療用義歯 (旧義歯を利用 )

で経 過観 察後,歯 肉の状態 も良好 につ き
3723の 印象採得
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図 7 左 :右側側面観.旧義歯を治療用義歯 とし
て利用 し,咬合面に即時レジンを添加 して本
来の位置 まで咬合高径を高め,下顎前歯部ブ
リッジ製作時の基準に使用 した

図 8 ③②可π ②③ ブ リッジ装着後, メタル・ フ
レームの試適。適合 と同時に対合歯 との接触

関係 も調整.試適終了後オルター ド・ キャス
ト・ テクニックに移る。メタル・ フレー′、は

歯周疾患を考慮に入れて設計 した

図 10 メタル・フレームを利用 して印象 トレーを
製作 し機能印象に移る.モ デリングによる筋

圧形成後,ラ バー印象材で精密印象を行っ
た.同時にワックス・ リーノ、とユージノー
ル・ペース トで中心咬合採得をした
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´ Jb麟・
図 7 右 :同 じ条件で製 /tし た

=二
表歯の側面観

図 9 メタル・ フレー
`、

試適時▽「,な大写真.ビ ー
チ・アタッ■ マン トカ装置が設計 ビお りに機

能 しているか どうん,を確認.近′とヽレス トのか
わ り(こ シンチグラ

`、

・ レス トを応用

図 11 模型改造.マ スター・キャス トの残存歯部
を残 し,欠損歯槽粘膜部を全部削除 したの
ち,機能印象による模型製作

するこ

このち

した場ィ

者に不1

い,④

スが可育



ヽ

ヒー

こ彬美

のか

罐・難ヽ

図 12 中心咬合位で li
下模型を咬合器に

マウン トし,試 i童
義歯製作後チェッ

ク・ ′ヾ イト・ コア

を用いて咬合器各

部を調節する

することにした.

この装置の利点としては,C遊離端義歯|こ応用
した場合,鉤歯に過剰な咬合圧を与えない,2患
者に不必要な苦痛を与えない,③ 治療回数が少な

い,④ 口腔の清掃が容易である,⑤ 後のリベー

スが可能である,⑥ 修理が簡単である,⑦ 審美

図 13 新 。旧義歯の粘
膜面観.旧義歯に
比較 してフレンジ

を可及的に広 くと

り,義歯の安定に
努めた

14(上左)治 療完了後,咬頭嵌合位で咬合させ
た唇側面観.左側の咬合関係は改善 したが ,
上顎既存のまま使用のため審美的に少々間

題あり。下顎の装置は 05mmの リテンショ
ン・ ワイヤー・ ループがみえる程度である

15(上右)新 義歯装着の咬合面観.左側の人工

歯排列を舌の障害にならない程度に舌側 に

よせた。 (図 3と 比較)義歯の浮 き上が りも

な く安定 している

16(左 )1年 6カ 月後の口腔内写真.咬合関係
は異常な く,プラーク・コン トロールも良好
で歯周組織状態 も健康に保持 されている。こ

の間 3カ 月間隔で リコールを実施 している

性に優れている,な どが考えられ,高齢者の患者

には最良の方法と思われる。特に本症例で術者と

しては左側の交叉咬合を正常にもどす。上顎臼歯

部の咬合面を小さくし,下顎顎堤の保護をはかる。

義歯の床縁を可及的に延ばすことに努め,以下写

真の順序で治療を進めた.
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